演習問題（日程計画）
問1　工作機械の製造計画がある。機械はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４部品からなり、ＡとＢは工場Ｆ1でＡ，Ｂの順に作られる。Ｃ，Ｄは工場Ｆ2でＣ，Ｄの順に作られる。部品Ｃができあがると、工場Ｆ1へ運搬し、そこでＡ，Ｂ，Ｃを組立て、中間製品Ｍを作る。部品Ｄが出来上がると、工場Ｆ1へ運搬して、ＭとＤを組立てる最終組立にはいる。そして、調整を行って、製造を終る。
　アローダイアグラムを作図し、日程計算を実施しなさい。
	作業表
	
	
	

	作業
	記号
	先行作業
	所要日数ｔij（日）

	設計
	Ｉ
	　
	50

	部品Aの製作
	A
	Ｉ
	10

	部品Bの製作
	B
	Ａ
	15

	部品Cの製作
	C
	Ｉ
	35

	部品Dの製作
	D
	Ｃ
	30

	CをF1へ運搬
	E
	Ｃ
	5

	DをF1へ運搬
	F
	Ｄ
	5

	A,B,Cを組立ててMを製作する
	M
	Ｂ，Ｅ
	20

	最終組立てD+M
	G
	Ｆ，Ｍ
	30

	調整
	H
	Ｇ
	25


問2　ネットワークスケジューリングに関する次の記述中の［　　］に入れるべき適当な字句を解答群の中から選べ。（月刊情報処理試験4月号付録から）
 (1)プロジェクトを構成するネットワーク図に対して、コンピュータによって日程計算を行う。この際、イベント番号ｉ，ｊに関して、ｉ＜ｊの関係を満たすように並べ替えることを［　ａ　］という。
 (2)作業を最早開始時刻で開始し、最遅終了時刻で完了するときの余裕を［　ｂ　］という。ネットワークの中で、この［　ｂ　］の値が０の作業を結んでできる経路を［　ｃ　］という。これは、ネットワークの始点からの［　ｄ　］を表す。
　またこれに対して、後続する作業の最早開始時刻に影響を与えない余裕時間を［　ｅ　］という。
 (3)新規開発プロジェクトのように、過去の記録やデータがない場合に、なんらかの根拠に基づいた値を求めたいとき、［　ｆ　］を用いる。これは、確率ＰＥＲＴとも呼ばれる。各作業の見積時間の期待値を［　ｇ　］で算出する。
 (4)ＰＥＲＴ／ＴＩＭＥでは、各作業の所要時間と技術的な相互関係、順序関係からのみスケジュールが作成される。しかし現実には作成されたスケジュール通りに、プロジェクトが遂行できない場合がある。そこで、各作業に必要な作業人数を見積り、時間を横軸にとり、毎日の所要人数をグラフ化した［　ｈ　］を作成する。手持ち工数（ここでは人数）が限られているので、ピーク時の工数をなるべく抑えるため［　ｉ　］を行う。
　ここでは［　ｅ　］をもつ作業に着目して、この余裕の範囲で、作業開始時刻を後ろ倒しにして、作業の平滑化を行う。この手法を一般に［　ｊ　］という。

ａ～ｅに関する解答群
　ア　トータルフロート（全余裕）　　イ　自由余裕　　ウ　干渉余裕
　エ　最短経路　　オ　最長経路　　カ　クリティカルパス　　キ　ﾘﾐｯﾄﾊﾟｽ
　ク　ｼﾞｵﾒﾄﾘｯｸｵｰﾀﾞﾘﾝｸﾞ　　ケ　ﾄﾎﾟﾛｼﾞｶﾙｵｰﾀﾞﾘﾝｸﾞ　　コ　ｼﾝﾒﾄﾘｯｸｵｰﾀﾞﾘﾝｸﾞ
ｆ～ｊに関する解答群
　ア　２点見積法　　イ　３点見積法　　ウ　(a+b)/2　　エ　(a+2m+b)/4
　オ  (a+4m+b)/6    カ  山くずし　　キ　山積み　　ク　工数山積み図
　ケ　マンスケジューリング　　コ　ＰＣＭＳ
問3　日程計画に関する次の記述中の[　　]に入れるべき適当な字句を、解答群の中から選べ。（平成元年度春期　２種）
　図のｱﾛｰﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑで示される作業の日程計画を作りたい。
　　　　　　　　　Ｕ　③　Ｘ
①　　Ｔ　　②　　Ｗ　　　　⑤　　　Ｚ　　　⑥

④　　Ｙ
　ＴからＺまでの作業に関する諸データと計算結果の一部を表に示す。表の中で最早開始日程及び最遅開始日程は、各作業の標準日数を用いて求めたものである。表中のａ～ｆ、およびｇ，ｈを埋めよ。
　この場合のクリティカルパスは［　ｇ　］であり、全作業終了に要する日数は［　ｈ　］日である。
	作業
	標準日数(日）
	最早開始日程(日)
	最遅開始日程(日)

	Ｔ
	3
	0
	0

	Ｕ
	6
	3
	[　　a　　　]

	Ｖ
	5
	3
	[　　b　　　]

	Ｗ
	3
	9
	[　　ｃ　　　]

	Ｘ
	4
	9
	[　　ｄ　　　]

	Ｙ
	5
	12
	[　　　e　　]

	Z
	3
	17
	[　　　ｆ　　]


ａ～ｆ，ｈに関する解答群
　ア 3  イ 5  ウ 7  エ 9  オ 10  カ 12  キ 13  ク 17  ケ 20  コ 22
ｇに関する解答群　ア　Ｔ-Ｕ-Ｘ-Ｚ　 イ  Ｔ-Ｖ-Ｙ-Ｚ　　ウ　Ｔ-Ｕ-Ｗ-Ｙ-Ｚ
問4　スケジューリングに関する次の記述中の［　］に入れるべき適切な字句を、解答群の中から選べ。解答は重複して選んでもよい。（平成３年秋期２種）
　ある工程の作業手順を検討中である。プロジェクトは、Ｐ～Ｖの７種類の作業からなる。その手順は、次の条件を満たさなければならない。
(1)ＵはＱに先行する。
(2)Ｔ開始以前にＵが完了していなければならない。
(3)Ｓ開始以前にＵが完了していなければならない。
(4)Ｒ開始以前にＱが完了し、Ｒ完了後にＰの作業が可能である。
(5)ＴはＰに先行する。
(6)Ｖ開始以前にＳとＰが完了していなければならない。
　ここで、作業手順案として次のような流れを考えた。
              　 [  ｂ  ]
 [  ａ  ]　　　　[  ｃ  ]　　　[  ｅ  ]　　　  [  ｆ  ]　　　[  ｇ  ]
              　 [  ｄ  ] 　　　　　　　　　　　　　　図　作業手順
　それぞれの作業日数は次の表の通りである。
      表　各作業の所要日数

	作業
	Ｐ
	Ｑ
	Ｒ
	Ｓ
	Ｔ
	Ｕ
	Ｖ

	日数
	２
	４
	４
	11
	10
	10
	５


　全工程完了に要する日数は、［　ｈ　］となる。

もし、Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔのうち、いずれか一つの作業の所要日数を２日まとめて短縮することが可能であるとした場合、全工程完了に要する日数を短縮するには、［　ｉ　］を短縮すべきである。
　このように工程の短縮を行った後、Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔのいずれか一つの所要日数を更に１日短縮することができることになった。このとき、全工程完了に要する日数を短縮するには［　ｊ　］を短縮すべきである。
ａ～ｇ，ｉ，ｊに関する解答群
　ア　Ｐ　　イ　Ｑ　　ウ　Ｒ　　エ　Ｓ　　オ　Ｔ　　カ　Ｕ　　キ  Ｖ
ｈに関する解答群   　ア　16　　イ　19　　ウ　22　　エ　25　　オ  27
問5　ＰＥＲＴに関する次の記述中の［　］に入れるべき適切な字句を、解答群の中から選べ。（平成２年春期情報処理技術者試験２種）
　あるプロジェクトについて、納期を考慮せずに日程に関する計算を行ったところ、所要時間が10である作業Ｗ（ｉ，ｊ）について、次の結果が得られた。
　最早開始時間　　８       　         最遅終了時間　　23
　結合点ｉの最遅結合点時刻　10      　結合点ｊの最早結合点時刻  21
　これらのデータから、作業Ｗの最早終了時刻は［　ａ　］、総余裕時間は［　ｂ　］となる。
　また、作業Ｗに先行するすべての作業が最早終了時刻で終了した場合、作業Ｗを直ちに開始せず、［　ｃ　］だけ遅らせても、後続する作業は最早開始時刻で開始できることが分かる。この余裕を［　ｄ　］という。
　クリチカルパスについて考察すると、作業Ｗは［　ｅ　］。
　一方、プロジェクトの終了指定期日から、作業Ｗが遅くとも終了しなければならない時刻を求めたところ、17であった。
　この場合、作業Ｗの余裕時間は［　ｆ　］となり、納期に関する見込みについては、このプロジェクトは指定期日までに［　ｇ　］。
ａ～ｃ，ｆに関する解答群
ア -2  イ -1  ウ 0   エ 1   オ 3   カ 5   キ 16  ク 18  ケ 20  コ  21
ｄに関する解答群　   ア 独立余裕　　イ　自由余裕　　ウ  ２次余裕
ｅ，ｇに関する解答群 

　ア　ｸﾘﾁｶﾙﾊﾟｽ上の作業である　　イ　ｸﾘﾁｶﾙﾊﾟｽ上の作業でない
　ウ　終了する　　エ　終了しない
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